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Fig. 1 Milking of sheep and goats by Baqqaara, Arabian

pastoralist in the Syrian inland.
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. はじめに―牧畜論考における乳文化研究

牧畜において，乳利用が極めて重要な項目であること

に気づかせてくれたのは，西アジアのアラブ系牧畜民で

あった。彼らと生活を共にしていると，生きた家畜はな

るべく生かせて留め，如何に乳を家畜から横取りしよう

かと牧畜民は焦点を当てていた（Fig. 1）。牧畜民の生

活が，正にこの乳利用にかかっていた。そして，牧畜民

の乳利用を探りにユーラシア大陸を広く調査した結果，

仮説「乳文化の一元二極化論」へと辿り着いた。この仮

説は，約20年をかけた現地調査を通じ，自分の眼で確

かめた同質の多点地証拠に基づいている。

「搾乳することを発明し，乳を利用することによっ

て，ヒトは家畜に生活の多くを依存するようになり，牧

畜という新しい生業が始まった」とは，内モンゴル遊牧

民の現地調査の成果の一つとして，梅棹忠夫氏が約半世

紀前に提唱した学説である1)。乳の利用をきっかけに，

牧畜という一つの生業が始まったとするのである。乳の

利用は，単なる食料資源としてではなく，一つの生業を

誕生させるほど重要な人間活動であったとするのであ

る。石毛直道氏2)は，「乳を利用することで，人は家畜

に生活の多くを依存できるようになった。乳は栄養学的

に見れば，完全食にちかい食品なので，乳と乳製品に依

存して生活することが可能である」と述べる。乳はその

子にとって条件付きでの完全栄養食なのである3)。福井

勝義氏4)は牧畜についての説明を，「牧畜社会が牧畜を

生業として成立させたもっとも大きな要因は，トナカイ

牧畜民をのぞけば，搾乳であったといえる。乳が全哺乳

動物の子どもを育てる完全栄養であることを牧畜民が見

逃すはずはなかった。家畜化の過程で，乳量の多い家畜

を人為淘汰し，その結果牧畜民は，農耕民と地理的に離

れ，農耕に適さないより乾燥した土地に適応していった

ものと思われる」と総括している。「搾乳」こそ牧畜と

いう生業を成立させた大きな要因の一つだったのである。

それでは，「搾乳」「乳利用」が牧畜の成立に，何故そ

れほどまでに重要であったのか，以下に先ず検討してい

きたい。

. 生業としての牧畜論

牧畜の成立において，乳利用は極めて重要であった。

それでは，牧畜とはいったいどのように捉えたらよいの

であろうか。福井は牧畜を「動物の群を管理し，その増

殖を手伝い，その乳や肉を直接・間接に利用する生業」

と定義づける4)。牧畜とは単なる家畜飼養を指している
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のではなく，生活様式，つまり暮らしのたて方のひとつ

の類型を意味している。そんな牧畜の対象となってくる

家畜は，ヒツジ，ヤギ，ウマ，ラクダ，トナカイ，ウ

シ，ヤク，スイギュウなどである。いずれも肉と乳とを

利用しうる家畜である。牧畜民はたいてい，数種類の家

畜を組み合わせて飼い，肉・乳・毛・役として利用し，

家畜に全面的に依存している。ただし，新大陸ではリャ

マやアルパカなどのラクダ科の家畜からは搾乳せずに牧

畜を成り立たせている事例が報告されている5)。新大陸

の牧畜は旧大陸とは異なった発達を遂げていることが理

解される。いずれにしろ，牧畜という捉え方は，生活様

式，つまり，暮らしのたて方の一つの類型として考える

のである1)。

牧畜民は食料の多くを自らが生産する乳や肉などの畜

産物に依存して生業をおくっている。小麦粉など生活必

需品はどうするかというと，牧畜民が近郊の農村や地方

都市に出かける際，乳製品，雄の仔畜や去勢雄，繁殖率

や泌乳能力の低下した成雌，毛や皮革を携え，物々交換

もしくは換金して入手するのである。最近では，家畜の

世話を子供や妻に任せ，主人は賃金労働に就く牧畜民世

帯も増えている。家畜に全面的に依存し，農耕民や都市

域と関係を取りつつ，牧畜としての生業は成り立ってい

るのである。このように，牧畜民は共有地で粗放的に家

畜を飼養し，乳・肉など生活の多くを家畜に依存して生

活を成り立たせている，それが生業としての牧畜なので

ある。

. 乳利用を必要とした背景

では，なぜ「乳利用」が牧畜を成立させるために重要

であったのであろうか。ここで，牧畜の特徴や乳利用と

いう生存戦略について考えてみたい。牧畜民が飼養する

家畜は，ヒツジ，ヤギ，ウマ，ロバ，ラバ，ラクダ，ウ

シ，ヤク，トナカイなどである。新大陸でのみリャマと

アルパカが飼養されている。いずれの家畜も基本的に一

年に一度，仔を 1 頭～2 頭しか生まない。生産効率とし

ては極めて非効率なのである。肉を獲得するのであるな

らば，家畜を飼養するよりも，狩猟の方が有利であった

可能性は高い。家畜化がおこなわれ始めた新石器時代，

当初は食糧資源に対する家畜の寄与はわずかであったこ

とが，骨分析より言及されている6)。現在の事例から

も，カラハリ沙漠で狩猟採取生活を営むサン族では，生

きていくために必要な食料を調達するための平均労働時

間は，成年男子で 1 日わずか約 2 時間であると報告さ

れている7)。新石器時代，肉目的のための家畜飼養は生

業にとってどれほどの意味があったのか検討を要すると

ころである。また，家畜を飼養するということは，飼料

を通年確保しければないことを意味する。春から夏にか

けては家畜を牧野で放牧して草資源を採食させればよい

が，飼料が乏しくなる秋から冬にかけては飼料を確保・

保存しておいて，家畜に飼料を補助的に給与する必要が

生じる。つまり，肉利用を目的としているならば，わざ

わざ飼料を確保し，労力を費やしてまで家畜を飼う必要

はなく，野生動物を狩猟していれば多くの必要が満たさ

れていた可能性が高いのである。三宅8)も，このような

ヒツジ・ヤギ・ウシといった多産とはいえない草食反芻

動物を対象とする限り，肉利用を主目的としたままで

は，家畜を敢えて飼う必要性はなく，また，食料生産の

飛躍的な向上や画期的な新たな展開は期待できないこと

を指摘している。

それでも何故，人類は効率的ではない草食動物を飼お

うとしたのであろうか。それは，乳利用にある。乳を利

用するという生業は，家畜を殺さず，生かしたまま食料

を利用するという活動，つまり，家畜という元本は残し

ておき，乳という利子によって生き抜いていくという生

存戦略である。乳利用は，動物を飼養して初めて可能で

あり，狩猟段階では不可能な生産活動である。また，肉

利用から乳利用に転換すれば，飼料エネルギーの生産効

率は3.7倍も向上する9)。つまり，肉利用から乳利用へ

の転換は，家畜生産効率が飛躍的に向上することにな

る。乳利用という視点は，肉利用とは家畜の利用法が全

く異なった戦略なのであり，乳を利用することによって

初めて家畜から生産物を定期的に得ることが可能となっ

たのである。実際，アラブ系やチベット系の牧畜民と生

活を共にしていると，牧畜民は肉を食するのは祝い事や

客人を迎えた時くらいで，日常ではほとんど食していな

い10,11)。牧畜民は，肉を食うというよりも乳を食って生

き抜いているのである。肉を比較的よく食するモンゴル

系牧畜民12)とて，肉よりは乳により多く依存している

季節がある13)。

また，搾乳・乳利用は，単なる食料獲得だけを意味す

るのではなく，牧畜民にとって家畜の群を管理するため

の本質にも関ってくる技術なのである。家畜から乳を搾

るためには，母仔を分離し，別々の群にして放牧し，仔

畜への哺乳を制御する必要がある。仔畜に口かせを付け

たり，母畜に胸当てを付けたりすることもある。本来は

自らの仔のみに許容するはずの哺乳を他種動物（ヒト）

が搾乳できるようになるためには，催乳など乳を横取り

するだけの技術が必要となる。更に，雌畜をより多く飼

養し乳をより多く得るためには，雌畜の妊娠・出産・泌

乳には選ばれし少数の雄畜のみで要を成すことから，多

くの雄畜は生後間もなく間引かれる，もしくは，去勢さ

れることとなる。このように，搾乳という生産活動に

は，群の構造や管理，哺乳の抑制，搾乳するための諸技

術，育種・選抜までもが必要となり，搾乳は牧畜の本質

に関わってくる項目なのである。ここに，搾乳，乳加工





Fig. 2 Diet of baqqara pastoralist largely depends on

milk products.

Fermented milk ``khather'', butter ``zibde'', but-

ter-oil ``samneh'', suger, and fermented thin-‰at

bread are on the dish.

Fig. 3 Seasonal changes of maxim-minimum monthly

air temperature (a), aerial biomass of herbacious

plants (b) and animal birth, suckling,milking,

milk processing (c) in north-eastern Syria16).
: A case from A pastoral household in S settled

village.
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技術，乳利用などの乳文化を研究する面白みがあり，学

術的な深みがある。乳文化が牧畜の根幹に関ってくるが

故に，乳文化の視座から牧畜という生業を分析・検討す

ることを可能にしてくれている。

牧畜民は，より多くの乳を獲得するがために家畜を飼

養していると言っても過言ではない（Fig. 2）。ケニア

のトゥルカナ牧畜民の事例では，食料の61～62を

乳に依存している14,15)。マサイ遊牧民では乳に31～

64を依存し15)，モンゴル遊牧民では0～4812,13)を

依存している。搾乳期においてのみではあるが，ヒマラ

ヤ山脈西部のチベット系牧畜民カルナクパでは，食料の

33～46を乳に依存している11)。乳を利用すること

で，ヒトは新しい食料獲得戦略と家畜管理戦略を生み出

し，家畜に生活の多くを全面的に依存できるようにな

り，生業の一形態としての牧畜が成熟していったのであ

る。

搾乳・乳利用の発明ということは，このように人類に

新しいライフスタイルを与え，より乾燥した地域にも進

出して生活することができるという生活圏の拡大を人類

にもたらしたのである。搾乳の発見と乳利用が人類に生

業革命をもたらしたといえよう。

. 乳加工技術の必要性―保存

牧畜にとって，乳を保存するための乳加工技術は生業

を成り立たせるために必須であった。それは，牧畜民の

主要な家畜であるヒツジ・ヤギは季節繁殖動物であり，

搾乳には端境期があるためである。交尾と出産に時期が

あり，出産に伴う搾乳にも季節的な偏りが存在する。

西アジアのシリアで牧畜をおこなうアラブ系牧畜民バ

ッガーラは，乾燥地域でヒツジ・ヤギ混成群を飼養し，

その乳に大きく依存した生活をおくっている。しかし，

搾乳は 1 年中おこなわれるわけではない。シリアで広

く飼養されているアワシ（脂尾羊）とよばれるヒツジと

ジャバリーと呼ばれるヤギとは，季節繁殖性をもつ。つ

まり，交尾と出産に時期があり，出産に伴う搾乳にも季

節的な偏りが生ずる。Fig. 3 に，アブダルアジズ山地内

の A 牧畜民世帯における出産頭数，仔畜への哺乳，搾

乳，乳加工の季節的な推移，および，草本植物の生育曲

線を示した16)。A世帯は，ヒツジを210頭，ヤギを40頭

飼養している。ヒツジの出産は，だいたい11月頃から

始まり，1 月から 2 月にかけてが最も盛んで，わずかで

あるが 4 月と 5 月まで続く。ヤギの出産はヒツジより

遅れ，12月から 1 月にかけて始まり，3 月と 4 月が比較

的多く，5 月まで続く。

3 月から 4 月にかけては，気温が上昇してうららかな

日々が続き，飼料資源となる草本植物は急激に伸び出

し，環境条件は一年のうちで最も良くなる。ヒツジの仔

畜が誕生するのは，主に 1 月から 2 月にかけてであ

り，仔畜は最も環境条件の良い時期ではなく，それより

約 1 ケ月程前に多くが生まれている。これは，仔畜が

出生後，しばらくは母畜から乳を飲み，本格的に草を喰

むようになりだす 1 ケ月後には，草資源の状態が最も





Fig. 4 The locations of sites providing pottery for organic residue analysis (1) and plots of the D13C values for archaeological

animal fat residues in Neolithic pottery18).
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良くなっている。シリア北東部では，ヒツジの仔畜は最

も環境条件の良い時に誕生するのではなく，誕生して仔

畜が草を喰むようになりだす頃が最適になるように誕生

しているのだ。

仔畜への哺乳は出生後 3 ケ月齢まで続けられる。そ

の後は，母仔隔離が最低 2 ケ月間はおこなわれて，母

仔認識が消滅させられる。一番遅く生まれた仔畜への哺

乳は 6 月下旬まで続けられた。搾乳は 1 月中旬頃から

始められ，哺乳と並行しておこなわれる（Fig. 1）。出

生時期によって日数が異なるが，たいてい出生後 3 日

から20日してから母畜から搾乳が開始される。初めに

搾乳をしてから，後に哺乳がおこなわれる。搾乳量は 6

月下旬から 7 月上旬にかけてが最も多く，9 月下旬まで

続けられる。1995年，母畜から搾乳した最後の日は，

ヒツジでは 8 月 2 日，ヤギでは 9 月20日であり，ヤギ

の方が約 1 月半ほど遅くまで搾乳されている。放牧す

る際，ヤギは群から外れることが多く，群管理において

はヒツジよりも手間のかかる家畜である。しかし，搾乳

期間が長期化することに，ヤギを飼養する意義が認めら

れる。

このように，ヒツジやヤギの搾乳には季節的な偏りが

生じている。では，一時期に沢山生産される生乳をどう

するか，乳の非生産時期にはどうするかである。それ

は，長期にわたり生乳を保存できる形態に姿を変えるこ

とである。搾乳期間にわたり，酸乳がつくられている。

搾乳量が多くなり，毎日食べる自家消費用の酸乳を除い

て，一定のまとまった量が得られると，酸乳からバター

オイルがつくられるようになる。レンネット添加による

チーズつくりは，5 月下旬から 6 月にかけての約10日だ

け，自家消費用につくられている。搾乳の季節的な偏り

に加え，搾乳した生乳を加工する内容にも季節的な偏り

が生じている。

チーズやバターオイルなどの乳製品は，嗜好風味をこ

らした乳製品であると同時に，「保存された食」として

位置づけることができる。中尾17)は，「乳加工の体系は

全て貯蔵のためという目的に収れんし，貯蔵を抜きにし

ては食品の加工体系の中心にある原動力がなくなる」と

鋭く指摘する。谷17)も，乳の場合，一年中搾乳できる

状態でないから，特に貯蔵加工がきわめて重要なことだ

としている。本来，保存食とは，季節的に大量生産され

る食糧を腐らせることなく，非生産時期にまでいかに備

えておくことができるか，その試行錯誤の繰り返しの過

程で生まれてきたものである。生乳を加工・保存できた

からこそ，乳に一年を通じて依存することができる牧畜

が成立し得たのである。

. 乳文化の一元説

牧畜という生業を成立させるために必要であった乳加

工は，西アジアで一元的に起原したと考えられる。

イギリスの Evershed のグループは，脂肪酸の安定同

位体分析法を用い，西アジアとその周辺地域の20の遺

跡（Fig. 41）から出土した2200個の陶器に付着した有

機物の分析をおこなった。そして2008年の Nature 誌

に，これらの有機物残渣から乳由来の脂肪酸が認められ

るとし（Fig. 42），乳利用の開始が少なくとも紀元前 7

千年紀にはおこなわれていたとする結果を発表した18)。

Fig. 42 は，横軸に炭素数16の飽和脂肪酸の安定同位

体比（d13C160），縦軸に d13C180 と d13C160 の

安定同位体比差の値（D13C）を置いている。図中のア

ルファベット a・b・c・d はアナトリア，バルカン半

島，レヴァントにおけるサンプリング地域を示してい





Fig. 5 Nursing lamb from mother ewe in the Syrian in-

land.
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る。反芻動物の乳脂肪酸の D13C は反芻家畜や単胃家畜

（ブタ）の体脂肪酸よりも大きくなる（図中では下方に

位置する）ことが分かっており，Fig. 42 はいずれの地

域でも反芻動物の乳に由来した脂肪酸が有機物残渣に存

在していたことを示している。Evershed グループの成

果により，考古学的遺物の図像学的分析・形態学的分析

のよりも古い時代，つまり，搾乳・乳利用の開始が紀元

前 7 千年紀にまで遡るとしたのである。この考古学的

知見は，ユーラシア大陸において最も古い。考古学調査

が北アジア地域などで今後進み，これらの年代よりも古

い乳利用の開始の事実が発見されるかもしれないが，現

時点では西アジアがより古いことが示されている。これ

らの研究成果から，「搾乳・乳利用は西アジア地域に起

原し，西アジア地域から中央アジア地域や北アジア地域

などの周辺地域に搾乳と乳加工技術・乳利用とが伝播し

た」とする仮説を導いていくことができる。

また，「搾乳」という技術は，難度の高い技術でもあ

る19)。母畜は元来，自らの仔畜のみに授乳を許容す

る。同じ家畜種であっても，実仔以外の個体には授乳を

許さない。母仔関係を観察していると，母畜は仔畜の鳴

き声と匂いを確かめ，自らの仔畜であることを確認して

から，哺乳している（Fig. 5）。まして，家畜が異種動

物である人間に乳を与えるはずがない。人間が家畜から

乳を横取りするためには，仔畜を最初に授乳させ，直ぐ

に仔畜を母畜から引き離し，母畜の顔辺りに仔畜を繋ぎ

止め，人間が母畜から乳を素早く搾り取るという催乳の

技法が適用されている。特にウシ，ウマ，ラクダに認め

られる。仔畜の哺乳は乳房を刺激する。仔畜の吸乳刺激

によって母畜の脳下垂体後葉からオキシトシンの分泌が

促される。オキシトシンには泌乳促進作用がある。仔畜

の哺乳は，乳房への吸乳刺激を通じて母畜の泌乳を促進

させ，搾乳し易くしているのである。搾乳の間，仔畜を

母畜の顔辺りに繋ぎ止めておくのも，仔畜の匂いと存在

を通じて母畜を安心させ，泌乳を維持する効果があるも

のと考えられる。

ただし，ヒツジ・ヤギでは仔畜による催乳をせずに，

牧畜民は搾乳している。北海道十勝の地で，友人が肉用

ヒツジ品種のサフォークを飼養している。この友人は，

仔ヒツジへの哺乳のために，母畜から搾乳して乳を得て

いる。母ヒツジの首を紐で縛り付けて固定させるだけ

で，搾乳を実現させており，仔ヒツジを敢えて母ヒツジ

の顔辺りに留めさせることもない。このように，ヒツ

ジ・ヤギはウシよりも他者に搾乳され易い，もしくは，

家畜化の過程で他者に搾乳されるよう改良し易かった動

物なのかもしれない。だからこそ，家畜化と搾乳・乳利

用とがヒツジ・ヤギで先行して起ったのかもしれない。

ウシの家畜化は紀元前6400年頃とされ20)，ヒツジ・ヤ

ギよりも2000年ほど遅い。ヒツジの野生種は，ヨーロ

ッパ南部から西アジア地域，南地域北部や中央アジア南

部・北アジア西部にかけて分布している21)。ヤギの野

生種も，ヒツジとほぼ同様に分布している22)。従っ

て，ヒツジ・ヤギからの搾乳は，これらの野生種が生息

する何処かで生じたことになる。もともと搾乳の起原

は，アフリカ大陸やヨーロッパ北部，中央アジア・北ア

ジア地域の北部では生じえなかったのである。いずれに

しろ，比較的搾乳し易いヒツジ・ヤギでも，牧畜民は音

声的な介入をおこなって，催乳の技法が認められるとい

う23)。

牧畜民の多くはなんらかの催乳の技法を用いて，ヒツ

ジ・ヤギ・ウシ・ウマ・ラクダなどの家畜から搾乳をし

ている。検討した通り，搾乳は，基本的には，母仔関係

の生理と習性に根ざした高度な技術であり，どこででも

容易に開発される技術ではなかったのである。事実，か

つて搾乳・乳利用していた地域はアフリカ大陸とユーラ

シア大陸の主に乾燥地帯，および，ヨーロッパ地域のみ

であって，新大陸では乳利用が欠落していた24)（Fig.

6）。東南アジア地域と東アジア地域には，貴族などの

一部の集団を除き，大衆には乳利用がなかった。搾乳・

乳利用は，もともとは世界の人びとに共有されていた技

術ではなかったのである。中南米の新大陸ではリャマや

アルパカからは現在も搾乳がおこなわれていない5)。新

大陸では，ついに搾乳が発明されることもなく，また，

搾乳技術がベーリング海峡を渡って旧大陸から新大陸に

まで伝播されることもなかったのである。これらの新大

陸などでの搾乳技術の欠落は，搾乳技術はどこででも発

明されるほど簡単な技術ではないということを指し示し

ている。この搾乳という技術の開発の難しさこそが，搾

乳が多元的に発明されたとするよりも，西アジア地域で

まず発明され，周辺域に伝播していったとする仮説を支

持するのである。

遺伝学の成果も，ヒツジは西アジア地域で家畜化さ

れ，家畜ヒツジがヨーロッパや南アジア地域，中央アジ





Fig. 6 Dry areas and traditional milking areas in the world66,67).

Hyperarid - Dry subhumid Milking area

Fig. 7 DiŠusion route of domestic sheep21).
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ア地域，北アジア地域へと伝播したことを報告してい

る21)（Fig. 7）。谷23)も，「西アジアで開発された羊・山

羊・牛牧畜が，搾乳と乳加工の技術とともに，広く旧大

陸およびアフリカへと急速に伝播した」とまとめ，搾

乳・乳利用と牧畜とがセットになって伝播し，新たな食

料資源としての乳の利用が生活上にもたらした意義を指

摘している。

このように，非搾乳地域の存在，考古学の成果，母仔

関係の生理・習性，動物生態学，遺伝学の視座からは，

家畜化と搾乳・乳加工技術は西アジア地域で誕生し，搾

乳・乳加工技術は西アジア地域から周辺域へと伝播した

とする仮説が導かれるのである。

. 乳文化の二極化

それでは，搾乳が始まって約9000年の長い時の中

で，乳加工技術はどのように発達していったのであろう

か。事実として，現在の乳加工技術を大観すれば，ユー

ラシア大陸には北方乳文化圏と南方乳文化圏が存在し，

両者の技術が相互に影響しあった北方・南方乳文化重層

圏が存在している（Fig. 8d）。北方乳文化圏では，ク

リーム分離（クリーム分離とクリーム加熱によるバター

オイル加工）を積極的におこない，乳酒をもつくり出し

ている。南方乳文化圏では，酸乳の攪拌/振盪による乳

脂肪の分画（バター加工とバターの加熱によるバターオ

イル加工）を積極的におこない，反芻家畜の第四胃で生

成される凝乳酵素レンネットを利用してチーズを加工し

ている。以下に，どのように現在のこの乳文化圏へと発

達していったかを論じてみたい。

乳加工における最初の技術は，乳酸発酵による酸乳化

であったろうことは間違いない25)。乳酸菌はあらゆる

処に常在しているため，西アジア地域のような暑い気候

環境下では生乳を静置しておくだけで，自然に乳酸発酵

が進展してしまう。生乳の酸乳化は，搾乳した時点で運

命づけられていたのである。生乳に対する最初の加工が

乳酸発酵によっていたことは疑う余地もない。一方，

ユーラシア大陸の各地域で様々な乳加工技術が発達して

きたが，唯一共通している技術は生乳の酸乳化の乳加工

のみである。中尾26)は，最も古いものが一番広い範囲

の分布圏を持っているという一般法則に照らしあわせ
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て，発酵乳系列群は旧世界の乳利用圏全部にわたって見

出されるもので，従ってその分布も一番広く，またもっ

とも古い形態の加工系と考えられるものであると言及し

ている。酸乳へ加工するには，皮革などの袋，木，石な

どでつくられた器もしくは土器さえあればよく，鉄器の

発明なくしておこなうことができる点も，乳利用の歴史

における早い時点で発明することができた要素となろ

う。この一番分布の広いものが最も古い起原であるとす

る中尾の仮説に従うと，発酵乳系列群に属する酸乳にす

るという乳加工形態が最も古い起原ということになる。

これらのことからも，乳酸発酵による発酵乳系列群の乳

加工技術が西アジア地域で先ず始まり，その乳加工技術

が北アジア地域や南アジア地域に伝播していったとする

立場を支持している。では，乳酸発酵が西アジア地域で

開始されたとしても，酸乳を更にどこまで加工した段階

で，周辺へと伝播していったのであろうか。ここが問題

である。

既に指摘した通り，食料生産の本質は“保存”にこそ

ある。生乳が酸乳化段階のままでは，乳加工の本質が欠

落したまま，生業としての牧畜が十分に成熟する前に周

辺に伝播したことになる。現在の西アジア地域でみられ

る発酵乳系列群の乳加工技術（生乳の酸乳化，酸乳のチ

ャーニングによるバター加工，バターの脂肪精製による

バターオイル加工，および，酸乳・バターミルクの熱凝

固・脱水によるチーズ加工）と北方乳文化圏でみられる

クリームの分離を中心とする乳加工技術とは，あまりに

乳加工技術の内容が異なりすぎている。しかし，北方域

の冷涼性という生態環境要因を考慮に入れ，乳加工技術

の伝播・変遷という視点から分析すると，北方域と南方

域の乳加工技術は強い関連性が示唆される。つまり，西

アジア型の発酵乳系列群の乳加工技術が北方域に伝播し

（Fig. 8a），北方域という冷涼性ゆえに最初に生乳から

クリームを分離する形態へと展開した（Fig. 8b）。生

乳からクリームを分離し，クリームを分離した後のスキ

ムミルクは，酸乳化，酸乳のチャーニングによるバター

加工，バターミルクの熱凝固・脱水によるチーズ加工へ

と変遷することになる。最初に生乳からクリームを分離

するものの，スキムミルクからの乳加工体系は西アジア

型の発酵乳系列群の乳加工技術のままの状態になってい

る。チベット高原地域などでも，現在もこのようなク

リーム分離系列群の乳加工技術の形態となってい

る27,28)。そして，このクリーム分離系列群の乳加工技術

が，冷涼な生態環境の基で更なる発展を遂げることにな

る。内モンゴルや中央アジア地域では，今でもクリーム

をチャーニングしてバターを加工している（Fig. 8c）。

しかし，モンゴル国ではクリームをチャーニングするこ

となく，直接加熱してバターオイルへと加工するように

なる。これは，クリームを分離するようになったが故の

乳加工技術の進展である。また，スキムミルクをチャー

ニング（攪拌/振盪）してもバター生成を大きく期待す

ることができなくなるため，代わってスキムミルクの攪

拌/振盪が乳酒の加工へと転換していく。スキムミルク

の攪拌は，空気をスキムミルク中に送り込み，酵母を増

殖させ，アルコール発酵を促進させる工程へと意味が変

化したのである。加工の意味内容は変化するが，酸乳/

スキムミルクに対する攪拌/振盪自体は同じ作業であ

り，生成する内容がバターから乳酒へと変化したに過ぎ

ない。つまり，南方域での酸乳のチャーニング（振盪）

によるバター加工と北方域でのスキムミルクの攪拌によ

る乳酒加工とは本来同一の加工処理であった可能性が高

いのである。以上の乳加工技術の変遷により，北方乳文

化圏に特徴的なクリームの分離や乳酒つくりの乳加工技

術が生成してくることになる。

南方域の西アジア地域から北方域に発酵乳系列群の乳

加工技術が伝播し，北方域で冷涼性故に特有に北方乳文

化圏が発達していった。この西アジア型発酵乳系列群―

クリーム分離系列群を土台とした一連の乳加工技術とは

別に，北方域で酸乳の凝固剤技術が，おそらくはバルカ

ン半島でレンネット技術が新たに開発されていっ

た25,29)。搾乳と乳加工の起原は西アジア地域にある。乳

文化が二極化した乳加工技術の土台は，西アジア型発酵

乳系列群にあり，西アジア地域から一元的に周辺へと伝

播し，乳文化圏の特徴が二極化していった。そして，各

地域においては，凝固剤使用系列群や蒸留の技術などが

新たに開発され，乳文化は更に発達していった。

南方乳文化圏と北方乳文化圏との間には，両文化圏が

重なり合った南方北方乳文化重層圏が展開している。南

方北方乳文化重層圏では，南方乳文化圏の特徴である発

酵乳系列群の乳加工技術，そして，北方乳文化圏の特徴

であるクリーム分離系列群の乳加工技術の両方が現地の

牧畜民に採用される傾向にある。また，南方乳文化圏に

発達する動物酵素（レンネット）添加によるチーズ加工

と北方乳文化圏に発達する強酸乳添加によるチーズ加工

とが混在している。中央アジア南方低地域，チベット高

原地域，コーカサス地域，ブルガリアなどのバルカン半

島が，この南方北方乳文化重層圏に位置している。この

ように，南方乳文化圏と北方乳文化圏の中間地帯には，

両文化圏からの影響を重層的に受けた地域が展開してい

る。

以上，南方域の西アジア地域でバターオイルやチーズ

を加工する発酵乳系列群の保存技術が発達した段階で，

西アジア地域から北方域に伝播し，北方域では西アジア

型の発酵乳系列群の乳加工技術を基にして冷涼性ゆえに

クリームの分離や乳酒つくりの乳加工技術へと変遷・発

達したと類推することができるのである。凝固剤として

の酸乳やレンネット，蒸留などの乳加工技術がそれぞれ





Fig. 8 Development process of northern and southern milk cultural sphere29).
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の地域で開発され，南方乳文化圏と北方乳文化圏を発達

させていった。南方乳文化圏と北方乳文化圏の中間地帯

には，南方北方乳文化重層圏が展開することになる。こ

こに，ユーラシア大陸における乳文化の一元二極化説が

成立することになる。

. おわりに―仮説の検証

「ユーラシア大陸における乳文化の一元二極化説」を

仮説構築・検証するべく，これまでにミルクサイエンス

に10編30～39)，他の学術雑誌に32編10～12,16,27,28,40～65)を報

告し，ユーラシア大陸各地点での個別事例を積み重ねて

きた。これらの報告では，現地の乳加工体系を忠実に報

告し，その発達史を主に論考してきた。いずれの地点の

事例においても，西アジアの発酵乳系列群の影響を受

け，定住性，省力性，北方域では冷涼性という要因によ

って変遷していることを検討している。

そして，古文書に基づいた再現実験もおこない，仮説

を検証してきた。530年～550年に賈思によって編纂さ

れた『斉民要術』をテキストとして再現実験をおこなっ

た結果，酪は酸乳，漉酪は非熟成型のチーズ，酥はバ

ターとバターオイルに相当していた35)。530年～550年

の北魏の時代，東アジア地域では生乳の酸乳化，酸乳の

撹拌によるバター加工，バターの加熱によるバターオイ

ルへの加工を採用していたことが明らかとなった。斉民

要術が記述する乳加工技術の内容は，まさに西アジア型

発酵乳系列群の特徴を示していたのである。このよう

に，斉民要術は，西アジア型発酵乳系列群が東アジア地

域まで伝播したことを指し示している。

乳加工技術の発達史を検証するには，東アジア地域の

事例だけでなく，ユーラシア大陸を広く対象にして実施

していかなければならない。南アジアには，BC1200～

BC600年頃に編纂された Veda 文献，BC300年頃に編纂

された P šali 聖典がある。西アジアには紀元前2000年頃

にまとめられたシュメールの粘土版がある。これらのテ

キストは，古代乳製品・乳加工技術を再現するには極め

て重要であるが，古代サンスクリット語や楔形文字によ

るシュメール語によって記載されているため，テキスト

の精読や正しい解釈を阻んでいる。現在，これらの専門

家と協力し，南アジアや西アジアで古代乳製品・乳加工

技術の再現実験を実施し，仮説検証をおこなっている。

ユーラシア大陸の広くにわたっておこなった現地調

査，古文書により再現実験の結果は，いずれも乳加工技

術は西アジア型発酵乳系列群にまで発達した段階で西ア

ジア地域から周辺地域へと伝播したとする仮説を強力に

支持している。今後，「ユーラシア大陸における乳文化

の一元二極化論」を反駁するような「乳文化の多元多極

論」が提出されてくるかもしれない。反論が真実を語っ

ているならば，仮説の修正，もしくは，仮説を棄却しな

ければならない。しかし，反論は仮説の正当性を補強で

きる機会でもある。アンチテーゼが提出された際には，

それらの一つ一つに真摯に向き合い，「ユーラシア大陸

における乳文化の一元二極化論」の仮説検証をしていけ

ればと思っている。
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